
筑 後洋 画の系 譜　補遺
植野健造

　 石 橋 美 術 館 で は,2002（ 平 成14） 年11月16日 か ら

翌2003年3月16日 に か け て,「 筑 後 洋 画 の 系 譜 」 展

を 開 催 し た 。 こ の 展 覧 会 は サ ブ タ イ トル を 「青 木

繁 ・坂 本 繁 二 郎 生 誕120年 記 念 」 と し た よ う に,

福 岡 県 久 留 米 市 に 生 ま れ 日 本 近 代 美 術 史 に 大 き な

足 跡 を 残 し た 二 人 の 洋 画 家,青 木 繁 と坂 本 繁 二 郎

の 生 誕120年 を記 念 し た 展 覧 会 で あ り,か れ ら 二

人 を 中 心 と して そ の 前 後 に 連 な る,久 留 米 を 中 心

と し て そ の 周 辺 地 域 を含 め た 筑 後 地 方 の 洋 画 の 系

譜 を眺 望 し よ う とす る も の で あ っ た 。 内 容 と して

は,石 橋 美 術 館 の コ レ ク シ ョ ン を 中 心 と し て,一

部 の 作 品 を他 の 美 術 館 や 個 人 所 蔵 家 の 協 力 を え て

19人 の 作 家 の 作 品 と関 連 資 料 で 構 成 した 。 と りあ

げ た 作 家 は 以 下 の とお りで あ る 。

森 三 美 （1872­1913）,吉 田 博 （1876­1950）,

青 木 繁 （1882­1911）,坂 本 繁 二 郎 （1882­1969）,

松 田 諦 晶 （1886­1961）,高 島 野 十 郎 （1890­1975）,

小 松 清 次 （1892­1998）,古 賀 春 江 （1895­1933）,

山 村 秀 一 （1896­1989）,豊 田 勝 秋 （1897­1972）,

田 崎 廣 助 （1898­1984）,井 上 三 綱 （1899­1981）,

高 田 力 蔵 （1900­1992）,伊 東 静 尾 （1902­1971）,

坂 宗 一 （1902­1990）,鷹 尾 和 敏 （1911­1997）,

内 野 秀 美 （1911­1998）,古 沢 岩 美 （1912­2000）,

藤 田 吉 香 （1929­1999）

　 こ の 展 覧 会 は 地 域 の 美 術 館 と し て の 役 割 を も

担 っ て き た 石 橋 美 術 館 の,開 館 以 来 の 美 術 に 関 す

る 収 集,展 示,保 存,研 究 活 動 の 一 つ の 成 果 と し

て,来 館 者 に も お お む ね 好 評 を博 し 反 響 も 大 き

か っ た 展 覧 会 で あ っ た 。 展 覧 会 の 会 期 中 あ る い は

そ れ 以 後 に,出 品 作 家,あ る い は さ ま ざ ま な 事 情

に よ り本 展 で と りあ げ る こ と の で き な か っ た 作 家

や そ の 作 品 に 関 す る 情 報 が よ せ られ,作 品 や 資 料

の 寄 贈 を 受 け た 場 合 も あ っ た 。 そ の こ と も ま た 展

覧 会 の 成 果 で あ っ た と 考 え て い る 。 本 稿 で は,こ

の 展 覧 会 を補 足 す る 意 味 か ら,「筑 後 洋 画 の 系 譜 」

に 位 置 づ け る こ と の で き る 作 家 に 関 す る 情 報 を 報

告 した い 。 な お,以 下 に と りあ げ る作 家 は,坂 宗
一 の み こ の 展 覧 会 に 出 品 さ れ た 作 家 で あ る が ,そ
れ 以 外 は 展 覧 会 で と りあ げ る こ との で き な か っ た

作 家 で あ る 。 情 報 を い た だ い た 多 くの 方 々 に お 礼

申 しあ げ る と と も に,今 後 も 継 続 的 に 情 報 の 蓄 積
と報 告 に つ とめ て ゆ き た い と 考 え て い る 。

（参 考 ）

・『青 木 繁 ・坂 本 繁 二 郎 生 誕120年 記 念 　 筑 後 洋 画 の 系 譜 』

展 図 録,石 橋 財 団 石 橋 美 術 館,2002年11月

□ 坂 　 宗 一 （さ か そ うい ち 　 1902­1990）
1902年5月23日,福 岡 県 犬 塚 村 福 光 （現 ・久 留 米 市

三 潴 町 福 光 ）に 父 坂 富 太 郎,母 マ サ の 子 と し て 生

ま れ る 。1919年 同 郷 の 先 輩 画 家 坂 本 繁 二 郎 を頼 っ

て 上 京 し 師 事 す る 。 一 時 期 川 端 画 学 校 で 素 描 を学

ん だ 他 は 油 彩 画 は ほ と ん ど独 学 と い っ て よ く,坂

本 や 同 じ く同 郷 の 古 賀 春 江 に 制 作 を見 て も ら う 。

1922年 実 家 の 破 産 に よ っ て 送 金 が 途 絶 え た た め,

や む な く帰 郷 す る 。 同 年10月 久 留 米 の 第7回 来 目

会 展 に初 出 品 し,来 目会 関 係 の 知 人 が で き る 。1923

年 頃,久 留 米 の 松 田諦 晶 宅 で 古 賀 春 江 に初 め て 会

う 。1927年 知 人 を 頼 っ て 朝 鮮 に 渡 り,半 年 を 費 や

し釜 山 か ら京 城 へ 向 か う。1929年 夏 筑 後 に 帰 り,

二 科 展 出 品 作 を 携 え て 上 京,同 年9月 の 第16回 二

科 展 に初 入 選 す る 。1930年 再 び 京 城 に行 き,さ ら

にハ ル ビ ン （満 州 ）に 滞 在 の 後,東 京 に も ど る 。1933

年9月,古 賀 春 江 の 葬 儀 の 後,再 び 筑 後 に 帰 る 。

以 後 戦 後 ま で 上 京 せ ず 。1934年 福 岡 日 日新 聞 に 連

載 小 説 「大 友 宗 麟 」 （田 中 純 作 ）の 挿 絵 を描 く。1937

年 の 第24回 二 科 展 で は 《農 具 》 で 二 科 特 待 賞 を 受

賞 し た 。1940年 福 岡 県 美 術 協 会 の 創 立 に参 加 。1941

年 二 科 会 会 友 と な る 。1942年,福 岡 日 日新 聞 社 特

派 記 者 並 び に 陸 軍 省 従 軍 画 家 と して 上 海,武 漢,

湖 南 省,北 京 な ど を 廻 る 。1944年1月7日,植 田 久

子 と結 婚,戦 後 は 郷 里 に 近 い 筑 後 市 西 牟 田 に 居 を

構 え る 。1947年1月16日 長 男 の 翁 介 誕 生 。 前 後 に
一 女 一 男 を も う け た が と も に幼 く し て 亡 くな っ た 。

1947年 創 立 の 第 二 紀 会 （の ち の 二 紀 会 ）に 参 加,

1954年 の 第8回 展 と1958年 の 第12回 展 で 二 紀 同 人

賞 を 受 賞 し,1960年 の 二 紀 展 の 九 州 進 出 （大 牟

田 ・松 屋 デ パ ー ト）に 尽 力 す る 。1961年 二 紀 会 委

員 と な る。 同 年,フ ォ ル ム 画 廊 （大 阪,福 岡 ）,フ
ジ カ ワ 画 廊 （東 京,大 阪,福 岡 ）で 個 展 を 開 催 す る 。

そ の 後 は お も に 二 紀 会 展 に 制 作 発 表 を 続 け た 。

1970年 に イ ン ド,ネ パ ー ル を,1972年 に ネ パ ー ル,

ヒ マ ラ ヤ を 旅 行 す る 。1979年 福 岡 県 文 化 会 館 に お

い て 「坂 宗 一 　 墨 絵 の 世 界 」 展 を 開 催 。1982年 カ

ナ ダ ・ロ ッ キ ー 山 脈 へ 旅 行 。1984年 筑 後 市 勤 労 婦

人 セ ン タ ー で 「坂 宗 一 回 顧 展 」 開 催 。1990年4月9
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日,福 岡 県 三 輪 町 の 朝 倉 記 念 病 院 で 死 去 す る 。1996

年 「坂 宗 一 展 」 が サ ザ ン ク ス 筑 後 で 開 催 さ れ る 。

少 年 時 の 心 象 風 景 を 思 わ せ る よ う な ユ ー モ ア と ポ

エ ジ ー の 漂 う 作 風 に 特 色 が あ り,晩 年 手 が け た 水

墨 画 も 高 い 評 価 を え た 。

（註 ）

・石 橋 美 術 館 で は ご 遺 族 の坂 翁 介 氏 よ り,2003年 に坂 宗 一

　 《脱 穀 》 （油 彩 ・カ ン ヴ ァス ）,《 久 住 （晩 秋 ）》 （油 彩 ・カ

　 ン ヴ ァス ）の2点 の 作 品 を,2007年 に 坂 宗 一 旧 蔵 資 料 一 式

　 の寄 贈 を受 け た 。 さ ら に本 稿 執 筆 に 際 して 坂 翁 介 氏 よ り

　 多 くの ご教 示 い た だ い た。

・ま た 他 に ,中 村 一 氏 よ り,2003年 に 《船 三 艘 》 （墨,水

　 彩 ・紙 ）,《赤 絵 皿 》 （墨,水 彩 ・紙 ）の2点 の 作 品 の 寄 贈

　 を受 け た 。

・坂 宗 一 が1937年 の 第24回 二 科 展 で 二 科 特 待 賞 を 受 賞 し た

　 《農 具 》 は,現 在,神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館 に所 蔵 さ れ る。

　 同 作 品 に つ い て は,2008年6月25日,神 奈 川 県 立 近 代 美

　 術 館 の 伊 藤 由 美 氏 に ご 配 慮 を た ま わ り作 品 を 実 見 す る 機

　 会 を え た。 こ の 作 品 は,坂 宗 一 自 身 に よ っ て1975年 に 同

　 館 に 寄 贈 さ れ た と の こ と で あ る 。 ま た 本 作 品 は 修 復 さ れ

　 て2008年3月29日 か ら5月18日 まで 神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館

　 で 開 催 され た 「コ レ ク シ ョ ン 全 館 展 示 －10,000点 か ら の

　 精 華400点 　 百 花 繚 乱 の 絵 画 」 展 に 展 示 さ れ た と の こ と

　 で あ る 。

fig.　1　 坂 宗 一 の 旧 ア トリエ
福 岡 県 筑 後 市 西 牟 田
2007年4月11日 撮 影

fig.2　 坂 宗 一 《農 具 》
1937年,油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

112.5×145.5cm,神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館

134 研究報告

（参 考 ）

・『坂 宗 一 　 水 墨 画 展 』 展 図 録 ,福 岡 県 文 化 会 館,1979年6

　月
・『日本 美 術 年 鑑 』 （平 成3年 版 ）,東 京 国 立 文 化 財 研 究 所,

　1992年3月

・「新 収 藏 作 品 」 『ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 　石 橋 美 術 館 　館

報 』 第52号 （2003年度 ）,2004年12月

・「坂 宗 一WEB美 術 館 」　http://www .saka­sou­ichi.com

□ 早 川銈 太 郎 （は や か わ け い た ろ う　 1871­1905）

1871年,久 留 米 市 日 吉 町 に 生 ま れ る 。1875年 一 家

で 東 京 に転 住 す る 。 初 め 芝,後 に 四 谷 に 住 む 。 四

谷 小 学 校 よ り独 逸 協 会 （現 在 の 独 協 大 学 ）に進 む 。

同 協 会 在 学 中,体 操 の 授 業 中 に 鉄 棒 よ り落 ち 胸 部

を 強 打 す る 。 こ れ が 原 因 と な っ て 肺 を 病 み 同 協 会

を 中 退 し,数 年 の 療 養 生 活 を 送 る 。1888年 中 丸 精

十 郎 の 画 塾 に 入 門 す る 。1889年 東 京 美 術 学 校 に 入

学 か 。1892年3月 父 親 と と も に 帰 郷 し,福 岡 県 大

川 市 若 津 に 住 む 。 同 年5月 再 上 京 し,長 姉 ム ラ の

も と に 寄 寓 す る 。1894年 福 岡 県 豊 津 の 豊 津 中 学 校

の 図 画 教 員 と な る 。1897年 福 岡 市 の 中 学 修 猷 館 の

教 員 と な り,図 画,書 道 を 担 当 す る 。1901年,肺

病 の 再 発 に よ り修 猷 館 を 退 職,久 留 米 市 荘 島 町 の

実 家 に 帰 り療 養 生 活 に は い る 。1905年4月28日,

久 留 米 市 荘 島 町 に て 死 去 す る。 久 留 米 市 京 町 の 法

泉 寺 に 葬 ら れ る 。 早 川 は,森 三 美 と な ら び 久 留 米

生 ま れ で 洋 画 を学 ん だ 最 初 期 の 人 物 で あ る 。 ち な

み に 早 川 の 妹 で あ る 糸 世 （イ ト ヨ）は 青 木 繁 が1908

年 に 制 作 し た 《秋 声 》 （福 岡 市 美 術 館 蔵 ）の モ デ ル

で あ る 。

（註 ）

石橋美術 館で はご遺族 の安元 昭子 氏 よ り,2003年,早 川銈

太郎《風 景》 （水彩 ・紙）,《戦場 の図》 （油彩 ・カ ンヴ ァス）
の2点の作 品の寄贈 を受け た。

（参 考文献 ）
・篠原 正一 「早川銈 太郎 の こと」 『久 留 米郷 土研 究 会誌 』

　第1号,1972年11月
・「筑後 と九州の画家 た ち－新 収蔵 品紹介 をかね て－ 」 （展

　覧会 リー フレ ッ ト）,石 橋美術 館,2005年1月
・「新 収 藏 作 品」 『ブ リヂ ス トン美術 館 　石橋 美術 館 　館

　報』第52号 （2003年度）,2004年12月
・坂井 史恵 「修復 記録」 『ブ リヂス トン美術 館 　石橋 美術

　館 　館報 』第53号 （2004年度）,2005年11月

□ 松 本 豊 太 （松 濤 ）

　 （まつ も と と よ た （し ょ う と う）　 1874－1924）

1874年9月25日,福 岡 県 久 留 米 市 津 福 本 町 に 生 ま



れ る 。1886年 久 留 米 中 学 明 善 校 入 学 。 そ の 後 同 校

を 退 学 。 こ の 間,久 留 米 在 住 の 森 三 美 に 洋 画 を 学

ぶ 。 上 京 し て,1896年 か ら1898年 ま で 松 岡 寿 に 師

事 し た と い う。1898年3月 久 留 米 に 帰 る 。1899年

か ら長 崎 県 五 島 中 学 校,広 島 市 明 道 中 学 校,久 留

米 市 南 筑 中 学 校,久 留 米 市 明 善 中 学 校 に お い て 美

術 教 員 を つ と め る 。1910年 頃 に は 久 留 米 市 立 男 子

高 等 小 学 校 の 図 画 の 教 員 も兼 務 し て い た よ う で あ

る 。1906年,久 留 米 の 洋 画 研 究 団体 で あ る 審 美 会

の 結 成 に 名 誉 会 員 と して 名 を 連 ね る 。 同 会 は,鹿

毛 屋 蔵,武 田 弥 一 郎,松 本 豊 太 （松 濤 ）,丸 野 豊,

青 木 繁,坂 本 繁 二 郎,森 三 美 を名 誉 会 員 と し,岡

徳 四 郎,大 野 米 次 郎,太 田 勤,加 藤 勝,鹿 児 島 彦

次 郎,垂 見 豊 三 郎 ら久 留 米,浮 羽,田 主 丸 の 洋 画

同 好 者 の 会 員 に よ っ て 結 成 さ れ,写 生 会,作 品 の

互 評 会 お よ び 機 関 誌 『審 美 』 を発 行 す る な ど し た

が,そ の 活 動 は1年 ほ ど で 終 わ っ た よ う で あ る 。

1924年2月12日,久 留 米 市 に お い て 死 去 。 松 濤 と

号 した 。

（註）

石橋 美術館 では ご遺族の松 本成一 氏 よ り,2007年 に松 本豊

太 《二人 の少女 》 （1902年,油 彩 ・カ ンヴ ァス）を,さ らに

資 料 と して布 地 に油彩 で描 い た絵 画5点 の寄贈 を受 け た。

ご遺族の もとには,他 に《ア トリエの二 少女》 （油彩 ）,《菊 》

（油彩）や二 曲一隻屏風 装の油彩 画《棕櫚 図》,《向 日葵図 》
な どが残 されて いる。 なお 多 くの ご教 示 をい ただい た松本

成 一氏 は2007年12月12日 に ご逝 去 され た。 ご冥福 をお祈 り
いた します 。

（参考 ）
・「新 収 藏作 品」 『ブ リヂ ス トン美 術 館 　石 橋 美 術 館 　館

　報 』第55号 （2006年度）,2007年12月

　 「新 収 藏作 品」 『ブ リヂ ス トン美 術 館 　石 橋 美 術館 　館

報 』 第56号 （2007年度 ） （本 号 ）

・『筑 後 洋 画 の 先 覚 　 森 三 美 』 展 図 録 ,石 橋 美 術 館,1997

年9月

・松 本 一 郎 『松 本 一 成 遺 稿 集 』 私 家 版 ,1971年12月

・金 子 一 夫 『近 代 日本 美 術 教 育 の 研 究 』,中 央 公 論 美 術 出

版,1992年2月

□ 大 野 米 次 郎 （お お の よ ね じ ろ う　 1884­1920）

1884年1月6日,久 留 米 市 苧 扱 川 町2丁 目 （現 在 の 久

留 米 市 本 町 ）に 生 ま れ る 。 荘 島 尋 常 小 学 校 を 卒 業

し,久 留 米 高 等 小 学 校 に 進 む 。 同 校 在 学 中 か ら久

留 米 在 住 の 森 三 美 に 洋 画 の 手 ほ ど き を 受 け る 。 森
三 美 塾 の 同 門 に は,青 木 繁,坂 本 繁 二 郎 ら が い た 。

1906年,久 留 米 の 洋 画 仲 間 で あ る 東 原 経 治 ら と 審

美 会 を 結 成 す る 。 同 会 の 活 動 は 翌 年 頃 ま で で 休 止

状 態 に な っ た と み られ る 。1913年,松 田 実 （諦 晶 ）,

東 原 経 治 ら と来 目会 洋 画 会 （後 に 来 目会 ） を新 た

に 結 成 。 同 会 の 展 覧 会 に 第1回 か ら第5回 ま で 出 品

した 。 一 方 で,1914年 に 創 立 さ れ た 二 科 会 の 展 覧

会 に も第1回 か ら 第3回 ま で 連 続 し て 入 選 を は た し

た 。1920年12月3日,36歳 の 若 さ で 死 去 。1922年3

月5日 ～7日,久 留 米 商 工 会 議 所 階 上 に お い て,「 大

野 米 次 郎 氏 遺 作 品 　 洋 画 展 覧 会 」 （出 品 点 数 約100

点 ） が 来 目会 の 佐 野 敏 一 ら に よ っ て 開 催 さ れ た 。

（註）
ご遺族 の大野泰 雄氏 より,大 野米次郎 の こと とその遺作 に

関す る多 くのご教示 をい ただ いた。《山村 風景 》 （1913年,

油彩 ・カン ヴ ァス）は大 正初期 の 印象派 風 の好 ま しい作 品

で ある。

（参考）
・『近代洋 画 と福 岡県』展 図録 ,福 岡県文 化会館,1980年3

　月

fig.3　 松 本 豊 太 《ア ト リ エ の 二 少 女 》

1898年,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
115.1×90.0cm,個 人 蔵

fig.4　 大 野 米 次 郎 《山 村 風 景 》

1913年,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
117.0×80.7cm,個 人 蔵
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・篠 原 正 一 『久 留 米 人 物 誌 』 菊 竹 金 文 堂 ,1981年10月

・『近 代 洋 画 と久 留 米 』 展 図 録 ,石 橋 美 術 館,1982年2月
・大 野 泰 雄 『な まず の た わ ご と』 悠 思 考 舎 ,2005年7月

□ 石 原 寿 市 （い しは ら じ ゅ い ち 　 1914­1945）

1914年7月27日,福 岡 県 久 留 米 市 に 父 石 原 百 助,

母 イ サ コ の 子 と し て 生 ま れ る 。1932年3月 福 岡 県

立 明 善 中 学 校 を卒 業,同 校 の 同 級 生 に 美 術 評 論 家

の 河 北 倫 明 （1914­1995）が い た 。1933年4月 東 京 美

術 学 校 油 画 科 予 科 入 学,翌1934年4月 同 校 油 画 科

本 科 に 入 学,同 校 で は 南 薫 造 教 室 に学 ぶ 。1934年

同 校 の 同 級 生 で あ っ た 萩 原 英 雄,杉 原 正 巳 （石 川

正 巳 ）と3人 で 版 画 研 究 会 を つ く る 。1936年 に は 南

薫 造 教 室 の 同 級 生 た ち と唖 地 社 を 結 成,2回 の 展

覧 会 を 開 催 した 。 同 年 頃 か ら 同 校 の 臨 時 版 画 教 室

で 平 塚 運 一 に 木 版 画 を学 ぶ 。1937年 国 画 会 展 と 日

本 版 画 協 会 展 で 木 版 画 が 入 選,後 者 で は 日本 版 画

協 会 賞 を受 賞 し,木 版 画 家 と して 将 来 を期 待 さ れ

た 。1938年3月 同 校 卒 業 。 同 年 の 国 画 会 展 で の 入

選 が 公 募 展 で の 作 品 発 表 の 最 後 と な る 。1938年12

月10日 出 征,龍6739部 隊 野 砲 兵 第56連 隊 （久 留 米 ）

に所 属 す る 。1941年8月12日,豊 国 ミ ツ エ と結 婚,

同 年 長 男 修 が 生 ま れ る 。1945年3月22日,ビ ル マ,

シ ャ ン 州 シ ボ ウ で 死 去 。1968年6月29日 勲 七 等 青

色 桐 葉 章 を 授 与 さ れ る 。

（註 ）

石原寿市 につ いては,郡 山市立 美術館 の管野 洋人氏 の ご教

示 をえた。

（参 考）
・石原 修氏 に よる 「石 原寿 市略歴 」 （戦没 画 学生 慰霊 美 術

　館 ・無言 館提 出資料）
・『グル ー プ 〈貌 〉とそ の時代 』展 図録 ,郡 山市 立 美術 館,

　 2000年11月

□ 藤 森 静 雄 （ふ じ も り しず お 　 1891­1943）

1891年8月1日,福 岡 県 久 留 米 市 に 生 ま れ る 。 同 郷

の 青 木 繁 に 憧 れ,1910年 福 岡 県 立 中 学 明 善 校 を 卒

業 し上 京,白 馬 会 原 町 洋 画 研 究 所 に 通 い,こ こ で

田 中 恭 吉 を 知 る 。1911年 東 京 美 術 学 校 西 洋 画 科 予

備 科 へ 入 学 し,恩 地 孝 四 郎 を知 る 。 以 後 三 人 は 友

情 を 深 め,1912年 に は 三 人 で しば し ば 竹 久 夢 二 を

訪 ね る 。1913年,恩 地,田 中 と 詩 と版 画 に よ る 同

人 誌 刊 行 を 計 画,1年 後 の 刊 行 を期 し て 木 版 画 を

習 い 始 め た 。1914年 恩 地 を助 け 詩 と版 画 誌 『月 映

（つ くば え ）』の 編 集 に携 わ り,同 年 刊 行 す る 。1915

年 田 中 の 訃 報 を受 け恩 地 ら と遺 作 展 を 計 画,同 年

日比 谷 美 術 館 で 開 催 し た 。1916年 東 京 美 術 学 校 を
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卒 業,一 時,台 湾 の 中 学 校 で 教 え た が,1922年 ま
で 福 岡 県 立 嘉 穂 中 学 校 の 教 員 を つ と め る 。1918年

日本 創 作 版 画 協 会 の 創 立 に 参 加,以 後 同 展 に 毎 回

出 品 す る 。1921年 恩 地 ら と総 合 芸 術 誌 『内 在 』 を

創 刊 。1922年 再 上 京 し,1925年 か ら 春 陽 会 展 へ も

出 品 す る 。1929年 か ら1932年 ま で 恩 地,平 塚 運 一

ら と 「新 東 京 百 景 」 を制 作 。1931年 日 本 版 画 協 会

創 立 会 員 。1934年 「大 東 京 十 二 景 」 を 完 成 。1935

年 に は 『福 岡 日 日新 聞 』連 載 の 近 松 秋 江 『紅 雀 荘 』
の 挿 絵 を担 当 す る 。1940年 福 岡 県 飯 塚 市 に 転 居 し,

1943年5月28日 同 地 で 死 去 。

（参 考）

『近代 日本美術事 典』講 談社,1989年9月

『刻 まれた青春 譜　藤森 静雄版 画展』 図録,福 岡市 美術 館,

1982年1月

□ 石 橋 美 三 郎 （い し ば し び さぶ ろ う　 1893­1968）

1893年3月15日,福 岡 県 山 門 郡 瀬 高 町 下 庄 （現 ・み

や ま市 瀬 高 町 下 庄 ）に 生 ま れ る 。 福 岡 県 立 中 学 伝

習 館 を 中 途 退 学 し,1908年2月 上 京,太 平 洋 美 術

研 究 所 に学 ぶ 。 大 正 後 期 か ら太 平 洋 画 会 展 を 本 拠

と し,一 方 で 並 行 して 二 科 会 展 を も発 表 の 場 と し

た 。 太 平 洋 画 会 で は1931年 に 会 友,1932年 に 同 会

fig.5　 石 橋 美 三 郎 《子 供 （石 橋 雪 雄像 ）》
1929年,油 彩 ・カ ン ヴ ァス
73.3×61.0cm,福 岡県 立 美 術 館

fig.6　 石橋 美 三 郎 《静 物 （花 ）》
油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
61.0×73.3cm,福 岡 県 立 美 術 館



無 鑑 査 出 品,1933年 に 会 員 に 推 挙 され 同 会 の 幹 部

と な っ て い る 。 そ の 後 も同 展 を 発 表 の 場 と した が,

1937年 か ら は石 井 柏 亭,有 島 生 馬,安 井 曾 太 郎 ら

の 発 起 に な る 一 水 会 展 に も 参 加 した 。1940年 の 二

千 六 百 年 奉 祝 展 覧 会 で は 指 定 出 品 者 と して 《樺 太
の 蟹 》 を 出 品 。 一 方,1931年 に は 福 岡,1932年 に

は 柳 河,1933年 に は 福 岡,久 留 米,大 牟 田,柳 河,

熊 本,瀬 高 で,1934年 に は 瀬 高,1935年 に は 大 分,
1936年 に は 佐 世 保,島 原,1937年 に は 鹿 児 島 な ど,

九 州 で の 個 展 を毎 年 の よ う に 開 催 し た 。 後 に は 示

現 会 展 に も参 加 。1968年1月17日 死 去 。

（註 ）

石橋 美三 郎 につ いて は,ご 遺族 の石橋正雄 氏 よ り多 くのご

教 示 をえた。福 岡県立美術 館 に2006年,石 橋 正 雄氏 よ り石

橋 美三 郎 《子 供 （石橋 雪 雄像 ）》 が,石 橋 家 （福 岡 県み や ま

市 瀬高 町）よ り《静 物 （花 ）》 が寄贈 され た。《子供 （石橋 雪雄

像 ）》 の寄贈 に際 し,作 品修 復 につい て石 井亨 氏 の尽 力 を

えた。

（参考 ）

　 『瀬高 町誌』,瀬 高町,1974年
・植 野健造 「第五 章　近代 の洋画」 「『柳河 新報 』 にみ る柳

　川 の近代美術 年表」柳 川市 史編集 委員会 編 『柳 川文 化資

　料 集成　 第三集　柳 川の美術1』,柳 川市,2005年2月
・植 野健造 「第四章 第二項 　洋画 と彫 刻」柳 川市 史編 集委

　員会 編 『柳 川文化資料 集成 　第 三集 一二　柳川 の美 術2』,

　柳 川市,2007年3月

□ 溝 江 勘 二 （み ぞ え か ん じ　 1909­2001）
1909年9月1日,福 岡 県 三 潴 郡 田 口 村 大 字 三 丸 一 七

九 四 番 地 の 二 （現 ・大 川 市 ）に,父 溝 江 萬 吉,母 ト

リ の 長 男 と し て 生 ま れ る 。1928年3月 福 岡 県 立 中

学 校 伝 習 館 を 卒 業 。 同 年12月 上 京 し本 郷 洋 画 研 究

所 に 入 所,翌1929年 橋 本 八 百 二 の 書 生 と な る 。1930

年 第17回 光 風 会 展 に 《静 物 》 が 初 入 選 。1931年 の

fig.7　 溝 江 勘 二 《鮭 》
1931年,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

72.4×90.8cm,柳 川 御 花

第12回 帝 国 美 術 院 展 覧 会 （帝 展 ）に お い て 《鮭 》 が

初 入 選 す る 。 《鮭 》 は1933年 に 柳 川 ・立 花 家 の 買

上 げ と な る 。 第 二 次 大 戦 前 は 光 風 会 展,帝 展,新

文 部 省 美 術 展 覧 会 （新 文 展 ）を お も な 作 品 発 表 の 舞

台 と し,そ の 他 に も第 一 美 術 協 会 展,主 戦 美 術 協

会 展 な ど に も 出 品 し た 。1933年 に は柳 河 京 町 の 豊

文 堂 に お い て,1937年 に は柳 河 松 屋 デ パ ー トに お

い て 個 展 を 開 催 して い る 。 戦 後 も東 京 に 在 住 し,

光 風 会 会 員 と し て 同 展 に作 品 を発 表 し続 け,1958

年 に社 団 法 人 と な っ た 新 日展 に も 出 品 を続 け た 。

2001年1月1日 死 去 。2002年 と2005年 に 大 川 市 立 清

力 美 術 館 に お い て 遺 作 展 が 開 催 さ れ た 。

（参考）
・『溝江勘 二画集 』 （溝 江勘二 画集刊行 会,二 〇 〇一年三 月）
・『溝江勘 二先生 を偲ぶ展 』 （リー フ レッ ト,二 〇〇二 年七

　月）
・『溝江勘 二遺作展 目録 』 （リー フレ ッ ト,二 〇 〇六年八 月）
・植 野健造 「第五章 　近代 の洋画」 「『柳 河 新報』 にみ る柳

　川 の近代美術 年表」柳 川市 史編集委 員会 編 『柳 川文 化資

　料集 成　第三 集　柳 川の美術1』,柳 川 市,2005年2月
・植野 健造 「第四章 第二項　 洋画 と彫 刻」柳 川市 史編 集委

　員会編 『柳川 文化資料 集成 　第三 集 －二 　柳 川 の美術2』,
柳 川市,2007年3月

□ 松 本 英 一 郎

　 （ま つ も と　え い い ち ろ う　 1932­2001）

福 岡 県 久 留 米 市 に 生 ま れ た 松 本 英 一 郎 は,東 京 芸

術 大 学 油 画 科 お よ び専 攻 科 の 林 武 教 室 に学 ん だ 。

同 大 学 在 学 中 の1957年 の 第25回 独 立 展 で 初 入 選,

翌1958年 か ら3年 続 け て 独 立 賞 を 受 賞 。1960年 に

独 立 美 術 協 会 会 員 と な り,以 後 は 独 立 展 を 中 心 に,

個 展 や 「新 表 現 展 」 「十 果 会 展 」 な ど の グ ル ー プ

展,「 日本 国 際 美 術 展 」 「日本 秀 作 美 術 展 」 な ど の

企 画 展 を 発 表 の 場 と して 活 躍 した 。 一 方,1968年

に 多 摩 美 術 大 学 の 講 師 と な り,1972年 助 教 授,

1983年 か ら は 教 授 と して 美 術 教 育 に も力 を 注 い だ

が,在 職 中 の2001年 に惜 し く も死 去 し た 。 初 期 の

1950年 代 後 半 に は フ ォ ー ヴ ィ ス ム あ る い は 抽 象 表

現 主 義 的 な作 風 を試 み た 時 期 も あ っ た が,1960年

代 中 期 に 紅 白 の 幔 幕 と 人 物 を 描 く 「平 均 的 肥 満

体 」 の シ リ ー ズ で 注 目 を浴 び,1970年 代 か ら は 茶

畑 や 山 並 み を 描 く 「退 屈 な 風 景 」,さ ら に 闘 病 体

験 を 経 た1987年 以 後 は 「さ く ら ・う し」,そ し て

1997年 以 降 の 晩 年 は 「花 と雲 と牛 」 「花 あ か り」

の シ リ ー ズ の 連 作 を,そ れ ぞ れ 飽 く こ と な く描 き

続 け た 。 旅 先 や 日常 で 見 つ め た 風 景 の 中 に,自 ら

の 心 象 や 文 明 批 評,世 界 観 や 時 代 観 を ユ ー モ ア に
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包 ん で お り こ ん だ 風 景 を描 き続 け た 画 家 で あ っ た 。

　 1932年7月8日,福 岡 県 久 留 米 市 小 頭 町4丁 目110

番 地 の1に,父 ・松 本 大 藏,母 ハ ル の 七 男 三 女 の

四 男 と し て 生 ま れ る 。1945年4月,福 岡 県 立 明 善

中 学 校 に 入 学 。1948年4月,福 岡 県 立 明 善 高 等 学

校 に 入 学 。 明 善 高 校 時 代 に は 美 術 部 に所 属 し た 。

1951年 卒 業 。1953年4月 東 京 芸 術 大 学 油 画 科 に 入

学 。1957年3月 同 大 学 油 画 科 林 武 教 室 を 卒 業 。 大

橋 賞 を 受 賞 し た 。 同 年4月 東 京 芸 術 大 学 林 武 教 室

専 攻 科 に 入 学 。 同 年10月 第25回 独 立 美 術 展 に 初 出

品 し初 入 選 す る 。 以 降,独 立 美 術 展 に は 亡 くな る

2001年 の 第69回 展 ま で 毎 年 出 品 し た 。1959年3月

東 京 芸 術 大 学 林 武 教 室 専 攻 科 を 卒 業 。1960年1月

第4回 新 表 現 展 に参 加 出 品,以 降 第8回 展 ま で 連 続

出 品 す る 。 同 年10月 第28回 独 立 展 に お い て3年 連

続 で 独 立 賞 を 受 賞 。 独 立 美 術 協 会 会 員 に推 挙 さ れ

る 。1968年5月 多 摩 美 術 大 学 講 師,1972年12月 多

摩 美 術 大 学 助 教 授 と な る 。1978年,心 臓 発 作 で 倒

れ る 。 慶 応 病 院 に お い て 療 養,精 密 検 査 の 結 果,

肥 大 性 心 筋 症 の 診 断 を受 け る 。 同 年,小 平 市 た か

の 台 か ら 東 京 都 八 王 子 市 絹 ヶ 丘3丁 目34番3号 （当

時 の 地 名 は 八 王 子 市 中 山 ）に 転 居 す る 。1979年5月,

（第1回 ）十 果 会 展 に 出 品 。 以 後 毎 年 出 品 。1983年4

月 多 摩 美 術 大 学 教 授 と な る 。1986年1月,『 月 刊 へ

ら 』 に 絵 と文 の 連 載 を始 め る 。1990年6月,「 松 本

英 一 郎 展 」,青 梅 市 立 美 術 館 で 開 催 。1992年 こ の

年,東 京 都 八 王 子 市 絹 ヶ丘3丁 目34番3号 の 自 宅 を

建 て 替 え新 築 し,新 し い ア ト リエ も完 成 す る 。1993

年9月,「 松 本 英 一 郎 の 世 界 － 退 屈 な 風 景 ・さ く

ら ・う し－ 」 展,池 田20世 紀 美 術 館 で 開 催 。1999

年5月28日,心 筋 症 で 倒 れ る 。 左 半 身 麻 痺 の 後 遺

症 が の こ っ た 。 神 奈 川 県 湯 河 原 町 の 病 院 で 療 養,

リ ハ ビ リ につ と め,12月 よ り多 摩 美 術 大 学 の 勤 務

に 復 帰 し た 。2001年6月17日,多 摩 美 術 大 学 の 学

生 と の ゼ ミ合 宿 で 滞 在 し て い た 山 梨 県 富 士 吉 田 市

の 多 摩 美 術 大 学 セ ミ ナ ー ハ ウ ス に お い て 倒 れ,病

院 に搬 送 さ れ た が 死 去 す る 。2003年6月,「 松 本 英
一 郎Works　 1968 ­2001」 展,多 摩 美 術 大 学 美 術 館

で 開 催 。

（註）

石 橋 美術 館 で は,2007年9月24日 か ら11月25日 まで 「退 屈

な風 景　松本 英一郎 展」 を開催 した。展覧会 開催 にあた っ

ては ご遺族 の松 本泰 子氏 よ り多大 なご協力 をいただ いた。

展覧 会終 了後 の2007年,松 本泰 子氏 よ り松 本英 一郎 《退屈

な風 景 茶 畑》 （1974年,油 彩 ・カ ンヴ ァス）を購 入 し,《 平

均 的肥 満体No.9­J》 （1967年,油 彩 ・カ ンヴ ァス）な ど11点

の作 品の寄贈 を受 けた。
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